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１．緒 言 

高周波整流器においてダイオードの非線形

大信号パラメータは必要不可欠である。非線形

大信号パラメータは一般に開示されていないた

め、設計者が独自で作成している場合が多い。

整流器などの大信号を扱う設計の際、ダイオー

ドの非線形大信号パラメータがないと、大信号

動作を含んだ設計ができなくなるデメリットがあ

る[1]。  
本研究では Avago 製 HSMS-2860-BLKG

のショットキーバリアダイオード(SBD)の非線形

大信号パラメータの抽出を目的とする。 
 
２．実 験 

 

図 1 ダイオードの大信号等価回路 

図 1 に示したダイオードの大信号等価回路では、

電流源と可変キャパシタが並列接続されている。 
まず、SBD の非線形大信号パラメータを抽出す

るために、電流源としての IV特性、可変キャパシタ

としての CV 特性を測定した。アノード側を＋、カソ

ード側を－として計測を行った。 
IV 特性は-5.6 [V]~1.2[V]電圧を SBD に加え電

流値を測定した。電圧依存性の式を導出するため

に理論式を参考に測定値と同じ特性になるように

フィッティングした。図 1 の等価回路から Rs の電圧

降下により電流源の IV 特性の変化に影響を与え

るためRsの電圧降下もフィッティングパラメータとし

てフィッティングを行った。図 3 に結果を示す。 
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図 2 CV 測定図 

CV 特性は、Keysight 製 N5242A のネットワーク

アナライザを用いて SBD に電圧-4.6[v] ~0.45[v]を
加え反射Ｓ11 を測定した。図 2 に示す。 

Keysight 社の回路設計ソフト（Advanced Design 
System：ADS）を用いて測定値とのフィッティングを

行った。図 3 に結果を示す。 
図 2 にＩＶ特性フィッティング結果、図 3 にＣＶ特

性フィッティング結果を示す。■および◆は実測値、

実線はフィッティング結果である。 

図 3 IV 特性結果 

 
図 4 CV 特性結果 

３．結 論 

SBD の非線形大信号パラメータの電流源と可変

容量の電圧依存性の式とRsの値を抽出することが

できた。 
 

４．今後の発展 

本研究で抽出した式をADSに取り込み、SBDの

非線形大信号パラメータの構築とその精度確認を

行う。 
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